
浪江町地域農業再生協議会
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１，背景

現在「再生」「復旧」という、これまで経験したことのない大きな課題
に直面しており、復興計画（第１次）に掲げる平成２９年３月の帰還
開始を目標とした、復興を加速させる重要な時期

〇除染後の農
地再生・保全
〇除染後の放射
性物質対策

○大柿ダムの
災害復旧
〇津波被災地
除塩
〇用水路の災
害復旧

○酒田、高瀬、立
野下（着手）
〇幾世橋、北幾
世橋、北棚塩
（公告中）

〇その他の準備
区域
〇その他の制限
区域、困難区域

復旧再生

今
が
重
要
な
時
期

広野町、楢葉町、川内村、
南相馬市、大熊町等の復
興が加速

関係団体、近隣市町村と
連携した農業復興を実現

この機会を失えば（さらに）
農業意欲の低下
農業技術の喪失
浪江町の衰退
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２，課題

３．水利問題の解決

２．放射性物質に汚染された農地の再生

除染後の速やかな営農再開に向けた水利の確保
は、非常に困難な状況

除染の方針

１．農業者の高齢化と担い手不足

農業再生にとって最重要課題

大柿ダムの復旧工事：平成２６年度から平成２８年度の予定

幹線水路・頭首工・堰（関連施設の復旧工事：段階的に着手）

営農の方針

水利問題とは
別に整理が必要

除塩の方法
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３，目的

すべての浪江町民の宝である「ふるさと浪江」、その礎で
ある「農業」を関係者が一丸となって再生し、浪江町の風
景、町民の笑顔に満ち溢れた元気な浪江町を取り戻す

４，基本方針

ふるさとなみえを再生する
～受け継いだ責任、引き継ぐ責任～

・私達が受け継いできた、次世代に向けて引き継げる農地
を保全し、将来の浪江町の農業を絶やさない。
・農業復興に必要な農作物を生産し放射線対策を実証する。
・農業発展に有望な振興作物を栽培し技術を習得する。
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酒田農事復興組合

作る喜び

５，農業者の声
アンケート（期待する支援・必要な施策）

試験栽培

モニタリング

放射性物質
の影響確認

風評被害対策

販路の確保

農業委員会・農業農地を考える会・土地改良区

保全受託組織の必要性

除染前の草刈作業

除染方法

除染後の農地保全

保全後の農地利用 ふるさとへの想い

土地の集約・圃場整備

担い手の不安

〇
少
数
の
意
見
で
あ
っ
て
も
、
将
来
の
浪
江
町
の
礎

〇
生
業
と
し
た
農
業
が
で
き
る
環
境

農業再生
について

新しい営
農組織に
ついて

農業意欲
生産意欲
について
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将来

農地保全（地力回復）

新たな振興作物、
花卉の栽培の推進

かつての農業

新しい農業

・水稲
・露地園芸
・果樹
・畜産

・麦、大豆
・施設花卉

・ＩＣＴ
・法人化
・資源作物

・地力増進
・景観形成

６，農業再生の長期ビジョン

″生業″としての農業再生を目指して

現在

農業復興拠点を整備
農業生産拠点を整備
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８，実施の取組み

平成２６年度～平成２８年度の３年間

７，実施期間

１）農地保全・農地の集約化

２）農業用施設整備

３）実証栽培・担い手の育成
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１）農地保全・農地の集約化

地区ごとに復興組合を組織し、除染完了後に農地保全活動を実施
自主的な管理が困難な農地については、復興組合を中心に利用集積を
推進

意欲ある農業者が作業受託組合を組織し、地区間の連携や集約化を推
進
「再生加速化交付金事業」を活用した圃場整備の検討

大規模な景観形成作物の栽培による地力の回復とふるさとの原風景を
再生
集落営農や企業的経営体制など営農組織に
ついても検討

8



２）農業用施設整備
� 除染や下流域への拡散防止対策など営農可能な施設復旧を、
継続して関係機関へ強く要望

� 大柿ダムの水利によらない苅宿堰、掃部関頭首工等の早期
復旧

� 農協施設を中心とした地域での農業生産拠点の復興

（ライスセンター、育苗施設・機械整備施設など）

� 農業復興拠点を整備し双葉郡北部での地域的役割

（全袋検査場・モニタリング・人材育成・農業者支援）

農
業
者
と
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３）実証栽培・担い手の育成

� 水稲、園芸作物、果樹など従前作物の実証試験を栽培か
ら販売まで、農業者の協力を得ながら町が主体的に実施

� 水利・放射能問題の懸念から麦や花き等の実証栽培も実
施（施設園芸やＩＣＴ※１を活用した農業の実証・調査研究を行い、具体

的な農業経営プランを提案する取組みを推進し、担い手の育成・確保に積
極的に取組む）

� 将来にわたって浪江の農業を継承していくために、「も
うかる農業」の形を町内の認定農業者による座談会を開
催し、浪江町の農業や担い手について議論を深める。

※１ ICT＝情報通信技術（Information & Communication Technology）10



H26 H27 H28 H29

農地保全
農地集約化

実証栽培
担い手の育成

農業用
施設整備

８，行程表

農地保全
管理耕作

も
う
か
る
農
業

経
営
プ
ラ
ン
の
提
案

受託組織設立

復興組合への利用集積

圃場整備の検討

水稲・麦等の実証栽培

野菜・花きの実証栽培

実証と技術習得の栽培試験

浪江モデルの経営プラン

ダム・基幹水路復旧

農協施設復旧

帰

還

開

始

営
農
再
開
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９．役割分担

農地保全農地保全農地保全農地保全 農地の集約化農地の集約化農地の集約化農地の集約化 実証栽培実証栽培実証栽培実証栽培 担い手の育成担い手の育成担い手の育成担い手の育成 農業用施設整備農業用施設整備農業用施設整備農業用施設整備

浪浪浪浪 江江江江 町町町町
復興組合設立支援 復興組合との

座談会

実証栽培実施 認定農業者との
座談会

復興拠点の整備

生産拠点の整備

農農農農 協協協協
資材の確保

農業者支援

復興組合との

座談会

栽培実証支援

販売実証支援

認定農業者との
座談会

復興拠点の整備

生産拠点の整備

共済組合共済組合共済組合共済組合

土地改良区土地改良区土地改良区土地改良区
基盤整備事業

検討

復旧事業

農業委員会農業委員会農業委員会農業委員会
農業者意見聴取 農地利用集積

推進

認定農業者認定農業者認定農業者認定農業者

協議会協議会協議会協議会

保全管理 利用集積 作物実証試験 座談会

担い手発掘

意見、利用の確
認

酪農組合酪農組合酪農組合酪農組合
保全作業受託組合
設立

大型機械の利用

福福福福 島島島島 県県県県
復興組合設立支援 加速化交付金

事業

技術指導 担い手発掘・

育成支援

復旧工事

復興拠点の支援

農林水産省農林水産省農林水産省農林水産省
技術指導

財政支援

技術支援

財政支援

担い手と農地の
マッチング

復旧工事

復興拠点の支援
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